
［成果情報名］ ‘きらぴ香’の心止まり株における低糖度果実発生低減技術の開発 

［要 約］ ‘きらぴ香’で頂花房と一次腋花房の連続出蕾による心止まり株が発生

した場合、頂花房を３果に摘果する、あるいは一次腋花房を摘除する

と低糖度果実の発生を防ぐことができる。また、CO2 施用は果実糖度を

上げるのに有効である。 
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［背景・ねらい］ 

‘きらぴ香’は連続出蕾性が強いため、頂花房と一次腋花房が連続して出蕾して起

こる心止まり株や一次腋花房と二次腋花房が連続して出蕾する心止まり芽が発生する。

心止まり株は新葉が展開してこないため低糖度果実になり、ブランド化の障害となる。

そこで低糖度果実の発生を低減する技術と高品質果実生産技術の確立を図る 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 心止まりのパターンは図１のとおりで、頂花房と一次腋花房が連続して出蕾して

起こる心止まり株や、一次腋花房と二次腋花房が連続して出蕾する心止まり芽が

あり、２芽以上ある場合に心止まり芽が発生しても心止まり株にならない場合が

多い。 

２ 頂花房と一次腋花房の連続出蕾による心止まり株が発生した場合、頂花房を３果

に、１次腋花房を７果に摘花すると、糖度８％以上の果実が生産できる（図２）。

また頂花房を７果に、１次腋花房をすべて摘除しても低糖度果実の発生を防ぐこ

とができる。この際、CO2 を局所施用すると糖度はさらに上昇する（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 高設栽培「のびのびシステム」において、培土にヤシがらを用いて栽培した果実

の結果である。 

２ 普通ポット育苗で花芽分化後定植し栽培を行った結果である。 

３ 果実は正形果を調査した結果である。 
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図３ 心止まり株における１次腋花房の摘除と

CO2 施用が頂果房果実糖度に及ぼす影響 

2016 年実施。早朝施用区は 7～8 時まで燃焼式で 1500ppm になるように CO2 施用した。日中
局所施用区は早朝 800ppm で日中は局所施用を日射比例で行った。施用なし区は CO2 施用
なし、慣行区は、心止まりのない株で、CO2 施用なし。頂花房は 7 果にし一次腋花房は摘除し
た。慣行区は頂花房を 7 果に、一次腋花房を 7 果に摘花した。 
ns:有意差なし、同一英小文字間に Tukey の多重検定による有意差なし 
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図２ 心止まり株の頂花房摘果数が果実糖度に及ぼす影響 
2014 年実施。頂花房と一次腋花房が連続出蕾し心止まりとなった株と通常の株を調査対象
とした。無摘果区は 8ｇ以上の果実を調査した。調査株すべてで 8ｇ以上の果実は第 10 果目ま
でだった。一次腋花房は 7 果に摘花した。CO2 施用なし。 
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図１ 心止まり株の模式図 
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